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新潟県消防大会 
 ポンプ操法競技会「小型ポンプ操法の部」 

長岡北部方面隊 第１５分団   

２連覇達成！！ 

 平成２７年７月２６日（日）第６６回新潟県消防大会ポンプ操法競技会が、真夏の日差しが照

りつける中、阿賀町の新潟県立津川漕艇場で開催されました。 
 

『小型ポンプ操法の部』で長岡北部方面隊第１５分団が優勝し、見事“２連覇”を達成しまし

た。 
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順 位 出 場 隊 名 

１位 長岡市消防団 長岡北部方面隊 第１５分団

２位 胎内市消防団 

３位 妙高市消防団 

４位 新潟市消防団 西方面隊赤塚分団第３班

５位 柏崎市消防団 第７分団 

    

１０位 長岡市消防団 中之島方面隊信条分団

順 位 出 場 隊 名 

１位 聖籠町消防団 

２位 妙高市消防団 

３位 上越市消防団 上越方面隊第１分団

４位 長岡市消防団 長岡川西方面隊第１６分団 

５位 阿賀町消防団 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 消防大会結果

〈 小型ポンプ操法の部 〉出場 １８チーム

〈 ポンプ車操法の部 〉出場 ９チーム

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
お
い
て
、
長
岡
北
部
方
面
隊
第
十
五
分
団
が
、
長
岡
市

消
防
団
と
し
て
通
算
十
六
回
目
の
優
勝
の
栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。 

 

中
之
島
方
面
隊
信
条
分
団
は
、
十
位
と
惜
し
く
も
入
賞
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

「
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
」
に
お
い
て
は
、
長
岡
川
西
方
面
隊
第
十
六
分
団
が
、
長
岡
市
消
防

団
初
の
連
覇
を
目
指
し
ま
し
た
が
四
位
と
な
り
ま
し
た
。 

 

来
年
は
、
全
国
消
防
操
法
大
会
が
長
野
県
で
開
催
さ
れ
、
新
潟
県
の
代
表
は
「
ポ
ン
プ
車
操

法
の
部
」
に
出
場
し
ま
す
。 
 

初
開
催
の
長
野
県
で
、
長
岡
市
消
防
団
の
勇
姿
を
み
せ
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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長岡北部方面隊 第１５分団 選手紹介 

指 揮 者 高 梨 之 博 

１ 番 員  磨 田 雅 治 

２ 番 員 佐 藤 達 也 

３ 番 員  小 熊 諒 太 

補 助 員  酒 井 利 成 

消
防
大
会
を
終
え
て 

私
た
ち
の
想
い 

消
防
大
会
に
出
場
し
た
各
分
団
長
と
指

揮
者
か
ら
、
ポ
ン
プ
操
法
に
か
け
た
熱
い
想

い
を
投
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

長岡北部方面隊 
 第１５分団 分団長 石丸 幸男 
 

２連覇の期待が懸った今年、２月より訓練を積み重ねてきました。 
   他の分団も同様だと思いますが、我々第１５分団も毎年、出場選手が部の持ち回りのため、昨年の好成

績が今年の選手達に重いプレッシャーとなっていたと思います。 
   今年の選手達は言葉には出さないものの、真摯に練習に取り組み、切磋琢磨する気持ちが十二分に伝わ

ってきました。 
   厳しい訓練に耐え、その訓練の積み重ねが今回の結果だと思います。 
   体の痛みは多少あったものの、大きなけがもなく、よく頑張ってくれました。 
   これも一重に、今まで協力していただいたご家族、地域の皆さま、ＯＢ会の皆さま、消防団本部、方面

隊、各分団、第１５分団の皆さん、出張所指導員のご協力のおかげだと思います。 
   これからも、地域の安全はもとより、長岡市消防団の更なる発展の為、分団全員で頑張っていきたいと

思います。 
   ２年連続で県大会優勝の分団長を務めさせていただき、大変幸せでした。 
   昨年の１部の選手、今年の２部の選手、副分団長、予防担当部長、そして分団員の皆さん、ありがとう

ございました。皆さんには感謝の気持ちでいっぱいです。 
   大変ありがとうございました。 
 
  長岡北部方面隊 

 第１５分団 指揮者 高梨 之博 
 

私達は、市の競技会へシード権で出場するチームとして恥

ずかしくない操法を目指し、２月より訓練を開始しました。 
さまざまなプレッシャーの中、基本動作の反復訓練が好

結果につながり、市の競技会で優勝し県大会へ出場すること

ができました。 
県大会当日は、緊張感に襲われましたが、今まで指導、応

援、そしてサポートをしてきてくれた方々の励ましの言葉が

頭に浮かび、緊張を自信へと変えてくれました。 
本番の１本は、今まで訓練してきたことをすべて出し切る

ことができ、納得の操法をすることができました。 
最後まで笑顔で操法を出来たことは、とても幸せなことだ

と思いました。 
この経験を次の選手達に伝え、３連覇に向け、力をひとつ

にし、絆をつなげていければと思います。 
最後に、訓練場所を提供していただいた地域の皆さま、出

張所及び長岡署の指導員の皆さま、消防団本部、北部方面隊、

ＯＢ会、地元町内会の皆さま、そして、最後まで強い気持ち

を持ち続けてくれた選手に心よりお礼申し上げます。 
本当にありがとうございました。 
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中之島方面隊 信条分団 選手紹介 

指 揮 者  小 柳  充 

１ 番 員 安 達 直 司 

２ 番 員  吉 田 委 史 

３ 番 員  安 達 誠 仁 

補 助 員  佐 藤  淳 

中之島方面隊 
 信条分団 分団長 吉田 清則 
 

上位を目標に出場した長岡市の競技会でしたが、２位 
発表の瞬間にうれしさとともに私の脳裏をよぎったのは、 
「我々は水出し操法について何も知らない、訓練内容は 
？」など先の見えない不安感でした。 
初めの頃は指導員の言葉を待って行動するのが精いっ 

ぱいでしたが、苦労をともにして深めた絆は分団を挙げ 
ての操法訓練により、さらに深まったように思います。 
県大会には、胸を借りるつもりで臨みました。順位は 

１０位と残念な結果に終わりましたが、競技終了直後の 
私は達成感と、最後まで弱音を吐かずに頑張ってくれた 
選手への感謝の気持ちで一杯でした。今後はこの経験を 
引き継ぎ、いつの日にか我が分団がまた県大会に出場し、 
必ずや上位に食い込んでくれることを期待します。 
最後に、今までご尽力いただきました与板消防署指導員の皆さま並びに応援をいただいた全ての皆さまに感

謝申し上げますとともに、長きに渡りご理解ご協力をいただきました選手のご家族の皆さまに感謝申し上げま

す。 
ありがとうございました。 

 
  中之島方面隊 

                  信条分団 指揮者 小柳 充 
 

このメンバーで練習を始めたのが昨年の３月頃、まず

中之島で行われる選考会のための練習でした。しばらく

はメンバーの息が合わず、ぎこちない動きでしたが、練

習の甲斐もあり選考会を勝ち抜き、、長岡市の競技会に

出場することができました。 
長岡市の競技会では、メンバー全員が入賞することを

目標にして悔いの残らない一本にしようと臨みました。

正直、２位という結果には驚きと戸惑いでいっぱいでし

た。しかし、県大会に出場するからには、目標を高く持

ち、最後まで頑張ろうという気持ちで練習を再開しまし

た。 
訓練に励んで迎えた県大会当日、本番一本で普段どお

りの操法をすることの難しさを実感し、１０位という結

果でした。悔しさが残りましたが、長岡市の代表として県大会に出場できたことは誇りに思っています。

最後に、県大会まで導いてくださった信条分団及び中之島方面隊の皆さま、並びに６月から指導いただ

いた与板消防署の指導員の皆さまに心よりお礼申し上げます。 
このメンバーで県大会に出場できて良かったです。 
ありがとうございました。 
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長岡川西方面隊 第１６分団 選手紹介

指 揮 者 鈴 木 丈 志 

１ 番 員 瀧 澤 卓 也 

２ 番 員 長谷川 直人 

３ 番 員 山 本  仁 

４ 番 員 大 川  悟 

補 助 員 大 川  淳 

長岡川西方面隊 
 第１６分団 指揮者 鈴木 丈志 
 

私達１６分団は、昨年ポンプ車操法の部で優勝し 
  ました。 

今年は選手を変えて２月から練習を始め、市の大 
  会で優勝、県大会４位という結果となりました。 

初めての選手は戸惑い、頑張り過ぎて足のけがも 
  ありました。疲れがある中、選手の皆はそれでも頑 

張り、よくやったと思います。 
サポートしていただいた方々のおかげで、ここま 

  で選手は育ったと思っています。ただ、４位という 
結果には満足はしていません。来年は全国大会があ 
りますが、今年の悔しさを忘れずに来年につなげて 
いきたいと思います。 

最後に、毎日サポートをしていただいた方面隊の皆さま、各分団の皆さま、地元町内会の皆さま、激励

に来てくれたＯＢの皆さま、１６分団の皆さま、そして指導をしていただいた消防署員の皆さま、選手の

ご家族の皆さま全員の叱咤、激励、楽しさ、優しさに心よりお礼を申し上げます。 
本当にありがとうございました。 

 
  

長岡川西方面隊 
 第１６分団 分団長 樺沢 信一 
 

昨年第１６分団は、悲願の県大会初優勝をすることが

できました。今年は県大会連覇を目標に２月から訓練を

開始しました。 
今年の選手は、新人が多いため、選手はもちろんのこ

と、サポートする団員の負担は今まで以上に大きかった

と思います。 
猛暑、強風の中、結果は４位となりましたが、ここま

でよく頑張ってくれた選手、そして選手をサポートして

くれた団員には心から感謝しております。 
来年は全国大会があります。今年の結果を教訓にして

頑張りたいと思います。 
最後に、今までご協力、ご尽力いただいた長岡消防署

指導員、川西方面隊、消防ＯＢ会、地元町内会、選手の

ご家族の皆様に心より感謝申し上げます。 
本当にありがとうございました。 

5



 

 

 

 

 

○実施期間 １１月９日（月）～１１月１５日（日） 

○実施方法 

           実施日及び巡回場所等は各分団の実情にあわせて計画し、配置され 
ている消防団車両で実施してください。 

          なお、実施にあたっては、一時停止するなどして、広報要旨が十分 
届くよう配慮してください。 

         ○その他 
ポスター及び防火垂れ幕を消防団機械器具置場や地区公民館など 

に掲示してください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長岡市消防団協力事業所について 

  

消防団活動や消防団員の確保などに貢献している事業所として、新たに８事業所を長岡市消防団協力 
事業所に認定し、協力事業所の総数は、４９事業所となりました。 

新たに認定された事業所は以下のとおりです。 
 

 ・株式会社 アオイ      （美沢３丁目） 

 ・船山株式会社        （稲保４丁目） 

 ・株式会社 白井組      （神谷） 

 ・有限会社 鶴城工業所    （栃尾原町５） 

 ・株式会社 渡辺システム工業 （天神町） 

 ・有限会社 匠電社      （小国町横沢） 

 ・有限会社 林重機           （西中野俣） 

 ・株式会社 堀井組      （飯島） 

※表記は申請順となっています。  

秋の火災予防運動期間の防火広報について 

カクジョウ 

ショウ 
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